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研究成果の概要（和文）：世界の「水都」を比較研究し、その立地、及び都市形態の在り方から類型化を行い、時代ご
との水都形成の大きな流れを歴史的に把握できた。こうして水都の変遷を通じて、世界の都市の歴史を再解釈すること
が可能となった。
　同時に、合理性を追求し自然を人間の意思で支配・制御・活用した西洋文明と自然と共生する姿勢を見せたアジア、
日本における水都の在り方の違いを明確に把握できた。その特質を踏まえ、日本における水都再生の考え方、方法につ
いて東京を中心に示すことができた。
研究成果の概要（英文）：In the comparative study of the water cities of the world, cities were divided 
into different types by taking into account their location and state of urban morphology. By doing this, 
we were able to understand the process of historical evolution of the water cities in the world. It was 
through such changes to the water cities that we were able to reinterpret the history of the cities in 
the world.
　At the same time, we were able to clearly understand the differences between the state of water cities 
in the west and those in Asia and Japan. The former is based on western civilization that pursues 
practicality and is supervised, controlled and utilized by the human will. In the latter, the cities 
coexist with nature. Through an understanding of these characteristics, we were able to present the ideas 
and methods of the regeneration of the water city in Japan, with a focus on Tokyo.
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１．研究開始当初の背景 
世界の都市の多くは、海や川の水辺に立地
して舟運による流通・経済の活動を背景に繁
栄し、独自の風景や文化を育んだ。だが、近
代には、どの国・都市・地域においても、陸
の発想による国土と都市の開発を押し進め、
川や掘割、海岸線などの水辺を犠牲にして産
業化を進め、経済成長を遂げてきた。 
しかし、時代の価値観が変わり、現在、そ
うした水都の価値を歴史と環境の観点から
深く掘り起こし、自然のもつ豊かさを環境形
成の根幹に取り戻すための基盤となる研究
が社会的に強く求められている。 
 
２．研究の目的 
20世紀に負の遺産におとしめられた水都
を対象とする研究の新たな枠組みを創出し、
その再生を 21世紀の都市・地域づくりの柱
にすることが全体構想である。法政大学エコ
地域デザイン研究所の膨大な研究成果をベ
ースに、<歴史>と<環境>を重ね合わせ、都市
史・建築史、工学・政策学の二分野を結びつ
ける斬新なアプローチにより、世界の水都を
学際的かつ総合的に明らかにすることを目
的としている。 
具体的には水都に関し、Ａ）空間構造の歴
史的特質を個別・類型的に把握・解明すると
同時に、Ｂ）環境の変容を都市・建築工学的
な側面と経済・産業の政策学の側面から考察
し、Ｃ）両者をクロスさせることで、21 世
紀にふさわしい＜歴史＞と＜環境＞を基軸
とする調査研究の方法論と研究の枠組みを
新たに提示する。 
 
３．研究の方法 
本研究では、日本、東・東南アジア、西ヨ
ーロッパ、北アメリカにおける水都を主な対
象とし、＜歴史＞と＜環境＞の二つを大きな
研究の枠組みとしながら、空間の歴史に重き
を置く都市史・建築史、ならびにエコロジー
に着目する工学と政策学の二本を基軸に据
え、その内容と類型について実証的に検討し
叙述することを共通課題とする。そのための
研究者をバランスよく組織し、同時に海外を
含む協力者と深く連携しながら研究を進め
る。いくつか異なる分野の研究者から組織さ
れ、対象も多岐にわたるため、これまでに築
いた国際的かつ学際的なネットワークを十
分に活かすことが、研究計画・方法にとって
最も重要となる。 
 
４．研究成果 
（1）日本、東・東南アジア、西ヨーロッ
パ、北アメリカを中心に、五大陸のすべてを
カバーして現地調査を行った結果、世界のど
の地域でも、川沿い、海沿いなど、水の得や
すい所に大半の都市が立地し、水害から守り
ながら、巧みに水を活用し、人々の暮らし、
舟運・産業・経済活動を営んできたこと。ま
た、そこに地形・自然条件を活かして、固有
の水辺の風景が生まれたことを検証できた。
その意味で、「水都」は世界のどの地域にも
存在してきたと明言できる。 
（2）世界の「水都」を比較研究し、その
立地、及びそれと結びつく都市形態の在り方
から類型化を試み、時代ごとの水都形成の大
きな流れを歴史的に把握できた。日本の水都
の特徴も、その比較のなかで明確化できた。
水都の典型、港町、港湾都市の歴史的変遷を
分析し、古いタイプとして、小さな入江に港
を発達させた都市（地中海、日本の瀬戸内海
など）、及び内部を巡る運河・水路に港機能
があった「内港システム」の都市（ヴェネツ
ィア、アムステルダム、バンコク、東京、大
阪など）、世界中に見られるタイプの川沿い
の港町（パリ、ロンドン、ハンブルク、上海
など）、最も新しい港町のタイプとしては、
湾や河口に面し桟橋、埠頭を連続的に並べ物
流に特化した「外港システム」と呼べる米国
の近代都市の系譜を抽出できた。こうして、
港、港湾空間のタイプの変遷を通じて、都市
の世界史を記述し直すことが可能になった。 
（3）東西世界の比較を通して、合理性・
機械化を追求し自然・水を人間の意思で支
配・制御・活用した西洋文明と、自然と共生
する姿勢を見せたアジア、日本における水都
の在り方の違いを明確に把握できた。パン食
のための製粉に水車が必須で、かつ製紙など
にも水車を必要とした西洋では、産業革命の
進展とともに水力エネルギーを利用した繊
維、鉄鋼などの産業がイギリス、ドイツに発
達。さらに北米に伝播して近代産業社会の水
都を内陸河川沿いに形成した実態を解明し
た。閘門を活用する河川、運河の舟運システ
ムがそれを支えたことも検証できた。一方、
アジア、日本では、水は災いと恵みの両方を
もたらすもので、そこから信仰心も生まれ、
コミュニティの結束で減災を追求しつつ、水
を生活のあらゆる局面で活用してきたこと、
水と人間の間に根源的な繋がりがあること
を示せた。近代西洋文明の行き詰まりが議論
される現在、こうしたアジア、日本の社会が
育んだ人間と水（自然）との密接な繋がりは、
21世紀の世界の都市、地域の環境を再生する
上で、極めて重要なベースとなるはずである。
なお、水都学にとって災害の問題は避けて通
れない極めて重要な論点であり、三陸の被災
地の漁村群を対象に、雄勝・女川・牡鹿の67
浜の調査を重ねて、集落空間の特質を探り、
津波に対する減災への知恵を解明した。また、
水害に苦しんできた東京の下町低地の在り
方を歴史的に考察し、今後への考え方を提示
した。 
（4）本研究におけるアジアの水都の比重
は大きく、中国蘇州や周辺の水郷鎮、タイの
アユタヤやロッブリー、台湾の北斗、インド
のバラーナシなどの川港型、中国の上海やタ
イのバンコク、ベトナムのサイゴンやバック
リュウなど、河口デルタや大きな湾の内面に
立地する港型、さらには、マカオや香港、ア
モイなどの海港型、東南アジアに多く点在す
るタイのシーラーチャーのような水上集落
といった様々なタイプの水都の特質を理解
した上で、19世紀に植民地化した後、西洋の
近代思想がいかにアジアの水都を変容させ
たかを解読した。この成果は今後のアジアの
水都再生を考える上での重要なベースとな
るはずである。 
（5）今日的な課題である水都再生につい
て、世界各地の実態を現地調査し､比較考察
した。1970年代に欧米で始まったウォーター
フロント再生の事業は荒廃した古い港周辺
で行われ、人気の観光・文化スポットとなり
日本にも影響を与えたが、1990年代以後の世
界の動きは大きく性格を変え、水辺に大きく
広がる港湾・産業ゾーンを対象に、新たな時
代に見合った複合機能をもつ都市空間その
ものを創出する方向で価値ある成果をあげ
てきたことを検証した。それに対し、日本の
都市での 90年代以後の水辺開発が民間ディ
ベロッパー任せで公共性、総合性に欠けてい
る点を浮き彫りにし、この失われた25年を、
日本的な特徴を活かしながらいかに取り戻
すかという問題提起を行った。 
（6）本研究の開始直前の平成23年3月11
日に、東日本大震災の津波で三陸海岸の港町、
漁師町が壊滅的な被害を受けたことをふま
え、水都に関する本研究の方向性、研究対象
の選び方の判断基準などの見直しを迫られ
た。国内外の著名な水都のみか、小さな都市、
町も対象に加え、同時に、都市や町を周辺に
広がる「地域」のネットワークのなかで捉え
る新たな視点を導入した。それはまさに近年、
都市史研究、都市計画・都市づくりで重要視
され始めた後背地の地域（伊語で「テリトー
リオ」という）との相互の有機的関係、ネッ
トワークの在り方に注目する考え方と一致
するものであり、「水都学」でもその視点が
重要であることを、国内外の幾つもの具体的
事例を通じて明らかにできた。 
（7）我が国の水都のうち、特に東京の研
究に重点を置き、この都市が実に多様な水の
機能・役割をもち、多彩な水都の文化を生み
出したことを歴史的に明らかにした。同時に、
都心・下町のみならず、山の手、武蔵野・多
摩の田園地帯も含め、東京の都市全体が、多
様な地形、及びそれと結び付いた多種の水資
源に恵まれ、変化に富んだ水の風景をもつ、
「水の都市」の性格を色濃く示すことが明ら
かになった。本研究開始時に想定した、主に
都心・下町が対象となる「水都」の概念は、
大きく乗り越えられつつある。また、本研究
の東京における重要課題の一つ、外濠をめぐ
る研究が発展し、都心にある複数の他大学の
専門家との共同体制が生まれ、東京の「水循
環都市」としての再評価とその再生への具体
的な提案をまとめることができた。こうして、
テリトーリオにまで視野を広げ、エコロジー
と歴史の双方から水都の在り方の根本を問
い直す発想は、これまで国内外になかった考
え方で、本研究が東京を舞台に生み出した世
界に発信できる重要な研究成果だと考えら
れる。 
（8）本研究の研究分担者、伊藤毅氏（東
京大学教授）を研究代表者とし、陣内が研究
分担者として参加する「わが国における都市
史学の確立と展開に向けての基盤的研究」
（平成 25年～29年度）との研究交流を密に
行い、成果をあげた。2013年度に創立された
都市史学会を舞台とする研究交流に加え、本
研究の成果の一つ、『水都学Ⅲ』の特集企画
に伊藤氏の協力を得る一方、伊藤研究室によ
る北イタリア・アーゾロ市の現地調査に関し
陣内がアドバイザーとして協力してきた。ま
た伊藤科研主催の「日本イタリア国際シンポ
ジウム」（2015年 2月実施）に協力し、日伊
学術交流に貢献した。こうして、都市史研究
の共通する目的をもつ二つの基盤研究（S）
相互の間で、ダイナミックな交流を実現でき
たことの意義は大きい。 
（9）水都研究の成果を発表する方法とし
て法政大学出版局から叢書（全5巻）を刊行
するにあたり『水都学』と命名し、この言葉
を積極的に使ってきた。国内外でこのネーミ
ング、コンセプトに関し高い評価を得ること
ができ、2015年1月にはヴェネツィアでこう
した考え方に基づく東京・ヴェネツィアの水
都としての比較を掲げる国際シンポジウム
が開催され、陣内が「水都学とは何か」と題
する基調講演を行った。一方、2015年 12月
に法政大学で開催した都市史学会大会では
「水都史」をテーマとするシンポジウムを行
い、陣内が基調講演を行った。全国の自治体
の間でも、東京都日野市、滋賀県彦根市など、
「水都」を掲げて町づくりに取り組む所が増
えている。こうして水都研究、水都学は、学
界及び社会全体の中で広く受け入れられ、新
たな価値観による都市、地域づくりのための
理念、実践的な方法の両面で大きなインパク
トを与えつつある。 
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